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総額 ７５億６,３００万円 一般会計 １３７億５７４万７千円 
町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

　
平
成
２３
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
７５
億
６
３
０
０
万
円
（
前
年
度
比

１０
・
９
％
増
）
総
額
１
３
７
億
５
７
４
万
７
千
円
（
５
・
９
％
増
）
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
私
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
憲
法

を
く
ら
し
に
生
か
す
こ
と
で
す
。 

　
憲
法
の
第
１
の
柱
は
主
権
在
民

で
す
。
私
は
、
柳
田
國
男
著
書
「
美

し
き
村
」
の
文
章
に
あ
る
「
村
は

住
む
人
の
ほ
ん
の
僅
か
な
氣
持
か

ら
、
美
し
く
も
ま
づ
く
も
な
る
も

の
だ
」
を
参
考
に
、
自
律（
立
）の

ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
て
き
ま
し

た
。
自
律（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り

と
は
、
自
分
の
頭
で
も
の
を
考
え

行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
人
格
を
高
め
、

自
覚
あ
る
町
民
の
参
画
と
協
働
に

よ
っ
て
「
活
力
に
あ
ふ
れ 

風
格

の
あ
る 

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。 

　
第
２
の
柱
は
平
和
の
尊
重
で
す
。

福
崎
町
は
平
和
の
町
を
宣
言
し
て

い
る
町
で
す
。
特
別
に
大
き
な
予

算
を
組
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
平

和
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

特
に
図
書
館
を
充
実
さ
せ
、
そ
の

多
様
な
図
書
を
と
お
し
て
自
由
に

も
の
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
、

戦
争
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
第
３
の
柱
は
基
本
的
人
権
の
尊

重
で
す
。
こ
の
議
会
に
提
案
し
て

い
る
「
債
権
管
理
条
例
」
に
つ
い

て
一
番
気
を
使
っ
た
こ
と
は
、
生

存
権
と
納
税
義
務
等
と
の
関
係
で

す
。
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
人
権

に
配
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
第
４
の
柱
は
議
会
制
民
主
主
義

で
す
。
日
本
政
治
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
こ
と
は
、
正
当
な
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
議
員
定
数
を
大
幅
に

削
減
し
た
り
経
費
を
極
端
に
減
ら

す
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。
小
さ
す

ぎ
る
議
会
は
、
議
会
が
首
長
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
な
い
禍
根
を
生
む
よ

う
に
思
い
ま
す
。
福
崎
町
に
お
い

て
は
、
こ
れ
以
上
議
会
の
機
能
が

弱
体
化
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま

す
。 

　
第
５
の
柱
は
地
方
自
治
で
す
。

地
方
自
治
は
団
体
自
治
と
住
民
自

治
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
自

治
体
は
、
そ
の
自
治
体
に
住
む
人
々

の
い
の
ち
と
く
ら
し
と
人
権
を
守

る
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

憲
法
の
精
神
を
町
政
に
生
か
す
こ

と
を
考
え
、
福
崎
町
第
４
次
総
合

計
画
実
現
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

ま
す
。 

　
そ
し
て
、
次
の
３
つ
を
大
き
な

事
業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。 

①
田
原
幼
児
園
の
建
設 

②
町
制
５５
周
年
事
業
の
実
施 

③
食
育
推
進
計
画
の
実
行 

   

総
務
課 

・
ま
ち
の
先
生
、
出
前
講
座
、
ア

ド
プ
ト
事
業
な
ど
参
画
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

・
人
事
評
価
の
取
り
組
み
の
推
進 

・
町
制
５５
周
年
記
念
事
業 

企
画
財
政
課 

・
安
定
的
な
財
政
運
営
の
推
進 

・
公
会
計
の
整
備
の
推
進 

税
務
課 

・
債
権
管
理
条
例
に
よ
る
公
債
権
、

私
債
権
の
公
平
性
の
確
保 

・
滞
納
者
の
生
活
実
態
を
ふ
ま
え

た
措
置
に
よ
る
債
権
整
理 

住
民
生
活
課 

・
子
ど
も
手
当
の
拡
充 

・
町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
対
策
の

推
進 

・
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

策
定 

・
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
の
推
進 

健
康
福
祉
課 

・
障
害
者
福
祉
プ
ラ
ン
・
障
害
福

祉
計
画
の
策
定 

・
中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
・
入

院
医
療
費
無
料
化
を
継
続 

・
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
の
実
験
運

行
と
地
域
公
共
交
通
の
検
討 

・
食
育
の
推
進 

・
子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
全
額
公
費
負
担
の
継
続 

・
介
護
保
険
第
５
期
事
業
計
画
の

策
定 

産
業
課 

・
農
業
者
個
別
所
得
補
償
制
度
の

推
進 

・
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
の
推
進 

・
県
営
西
治
地
区
ほ
場
整
備
事
業

の
推
進 

・
県
営
姫
ケ
池
（
西
光
寺
地
区
）、

町
営
倉
谷
下
池
（
東
大
貫
地
区
）

の
整
備 

・
山
林
の
地
籍
調
査
事
業
の
推
進 

ま
ち
づ
く
り
課 

・
中
島
井
ノ
口
線
、
駅
高
橋
線
、

西
治
長
野
線
な
ど
幹
線
道
路
の

整
備 

・
福
崎
駅
前
広
場
・
県
道
甘
地
福

崎
線
の
整
備
計
画
検
討 

・
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
の
新
設 

下
水
道
課 

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設
の

増
設
（
３
・
４
系
） 

・
田
原
中
継
ポ
ン
プ
場
の
建
設 

・
中
島
地
区
・
八
反
田
東
地
区
・

西
光
寺
地
区
の
一
部
の
面
整
備 

・
南
田
原
地
区
の
雨
水
幹
線
整
備 

水
道
課 

・
下
水
道
工
事
に
併
行
し
た
配
水

管
の
整
備 

・
井
ノ
口
水
管
橋
の
耐
震
２
次
診

断 

・
山
崎
配
水
池
進
入
路
道
路
（
２

期
工
事
）
の
測
量
設
計 

学
校
教
育
課 

・
田
原
保
育
所
建
替
に
伴
う
田
原

幼
児
園
の
整
備 

主
な
重
点
施
策 

わ
ず 

「
活
力
に
あ
ふ
れ
　

風
格
の
あ
る
　

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て 



３ 

●平成２３年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

●平成２３年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

老人保健事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

合　　　計 

本年度 

7,563,000 

1,903,500 

0 

209,700 

1,254,600 

255,300 

1,844,400 

650,975 

24,272 

13,705,747

前年度 

6,817,000 

1,814,900 

200 

207,400 

1,225,200 

257,300 

1,757,000 

750,129 

113,595 

12,942,724

金　額 

746,000 

88,600 

△200 

2,300 

29,400 

△2,000 

87,400 

△99,154 

△89,323 

763,023

前年比 

10.9 

4.9 

皆減 

1.1 

2.4 

△0.8 

5.0 

△13.2 

△78.6 

5.9

予　算　額 比　　　較 

●平成２３年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

予 備 費  

3,094,300 

80,700 

6,600 

3,900 

1,600 

220,000 

26,000 

28,500 

29,200 

1,010,000 

4,400 

265,665 

102,317 

628,606 

498,797 

33,532 

2,501 

85,729 

60,000 

369,753 

1,010,900 

7,563,000

3,040,800 

84,400 

9,500 

4,700 

2,000 

210,000 

25,400 

34,000 

39,800 

888,000 

4,400 

266,192 

109,232 

570,454 

378,964 

6,427 

1,001 

35,299 

60,000 

374,331 

672,100 

6,817,000

1.8 

△4.4 

△30.5 

△17.0 

△20.0 

4.8 

2.4 

△16.2 

△26.6 

13.7 

0.0 

△0.2 

△6.3 

10.2 

31.6 

421.7 

149.9 

142.9 

0.0 

△1.2 

50.4 

10.9

40.9 

1.1 

0.1 

0.1 

0.0 

2.9 

0.3 

0.4 

0.4 

13.4 

0.1 

3.5 

1.3 

8.3 

6.6 

0.4 

0.0 

1.1 

0.8 

4.9 

13.4 

100

44.6 

1.2 

0.1 

0.1 

0.0 

3.1 

0.4 

0.5 

0.6 

13.0 

0.1 

3.9 

1.6 

8.4 

5.5 

0.1 

0.0 

0.5 

0.9 

5.5 

9.9 

100

141,602 

661,071 

2,699,647 

603,751 

426,566 

305,130 

769,527 

282,613 

797,912 

873,181 

2,000 

7,563,000

114,089 

660,849 

2,072,347 

620,290 

412,092 

312,320 

670,385 

287,546 

783,609 

881,473 

2,000 

6,817,000

24.1 

0.0 

30.3 

△2.7 

3.5 

△2.3 

14.8 

△1.7 

1.8 

△0.9 

0.0 

10.9

1.9 

8.7 

35.7 

8.0 

5.6 

4.0 

10.2 

3.7 

10.6 

11.6 

0.0 

100.0

1.7 

9.7 

30.4 

9.1 

6.1 

4.6 

9.8 

4.2 

11.5 

12.9 

0.0 

100.0

歳 入 合 計 

歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

●私たちに使われる町のお金（１人当たり）● 
※2月28日現在の人口19,606人で385,749円 

●私たちが負担する税（１人当たり）● 
※2月28日現在の人口19,606人で157,824円 

●基金積立金現在高● 
平成23年度末残高見込 

一 般 会 計　　20億6,300万円（１人当たり約105,223円） 
特 別 会 計　　　3億5,100万円（１人当たり約　17,903円） 
合　　　　計　　24億1,400万円（１人当たり約123,126円） 

H19

556

1,942

H20

613

1,859

H21

552

1,870

H22（見込） 

451

2,150

H23（見込） 

351

2,063

百万円 

特別会計分 

一般会計分 

●地方債現在高● 
平成23年度末残高見込 

一 般 会 計　　　97億4,300万円（１人当たり約　497,000円） 
公営企業会計　　119億2,900万円（１人当たり約　608,000円） 
合　　　　計　　216億7,200万円（１人当たり約1,105,000円） 

H19 H20 H21 H22（見込） H23（見込） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 

9,452

9,789

10,412

9,640

10,839

9,556

11,524

9,476

11,929

9,743

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
の
充
実 

・
学
校
教
育
指
導
員
、
不
登
校
指

導
員
、
学
習
支
援
員
、
介
助
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
継

続
配
置 

・
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
な
ど
、

学
校
と
地
域
の
連
携
を
深
め
る

取
り
組
み
の
推
進 

・
食
育
の
推
進
と
安
全
で
安
心
な

学
校
給
食
の
提
供 

社
会
教
育
課 

・
柳
田
國
男
５０
年
祭
の
開
催 

・
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
保
存
修

理
事
業
の
継
続 

・
（
財
）
柳
田
國
男
・
松
岡
家
顕

彰
会
の
解
散
に
伴
う
運
営
引
継 

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
継

続
実
施 

議会費　7,222円 

衛生費 
　30,794円 

総務費　33,718円 

民生費 
137,695円 

予備費　102円 

公債費　44,536円 

教育費　40,697円 

農林水産業費 
　21,757円 

商工費　15,563円 

土木費　39,250円 

消防費 
14,415円 

その他 0％　15円 
軽自動車税 1.4％　2,178円 

たばこ税 3.6％　5,713円 

固定資産税 56.6％ 
89,258円 

　　　町民税 38.4％ 
　　　60,660円 
うち個人分 25.5％　 

40,248円　 



　３月５日（土）、福崎町役場で「平成２２年度福崎町スポーツ功績賞・文化功績賞・吉識雅夫科
学賞」の表彰式が行われました。（受賞者は下表のとおり。順不同。敬称略。） 
　受賞者のみなさん、おめでとうございます。 

（社会教育課） 

４ 

【スポーツ功績賞】 
部門 氏 名 ・ 団 体 名 

知福　　隼　　　　　　 

江本　啄也　　　　　　 

大谷　璃央　　　　　　 

佐治　美波　　　　　　 
 

難波　伸輔　　　　　　 

福崎東中学校陸上競技部男子 
大前　貴裕　　　　　　 
石山　　歩　　　　　　 
埴岡　智哉　　　　　　 
知福　　隼　　　　　　 
江本　啄也　　　　　　 

福崎西中学校野球部 
安達　篤史・岩　　康佑 
大畑　　慶・岡　　郁哉 
小國　弘登・嘉藤　拓弥 
小西　将也・澤田　拓弥 
志田　恭平・白石　貴憲 
　寄　祥平・藤後　友輔 
利根川駿弥・延江　拓磨 
橋本　球児・日野　尚哉 
福本　昂平・堀尾　遼河 
松本　迅平・村岡　　凌 
山内　智輝・山岸　楓也 
山名　陵太・山本　翔貴 
山本　成雄　　　　　　 

福崎チーム 
上野　昭郎　　　　　　 
古河　忠良　　　　　　 
佐治　武彦　　　　　　 

所　　属 

 

福崎東中学校 
　（３年生） 
 

 

姫路クラブ 

福崎東中学校 
　（１年生） 
　（２年生） 
　（３年生） 
　（３年生） 
　（３年生） 

 
 
 
 
 
 
福崎西中学校 
　（３年生） 
 
 
 
 
 
 

 
福崎町 
ゲートボール協会 

大　　会　　名 

 

第３７回全日本中学校陸上競技選手権大会 

 

第５４回兵庫県中学校総合体育大会 
第６２回兵庫県中学校陸上競技大会 

第３１回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大会 

 
 

第６２回兵庫県中学校陸上競技大会 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

第３４回近畿少年軟式野球大会 
 
 
 
 
 
 
 

 
第２３回全国スポーツレクリエーション祭
スポレクとやま２０１０ 

成　　績 

男子１１０ｍハードル出場 

男子１１０ｍハードル出場 

女子１００ｍハードル出場 

女子４種競技優勝 
 

ソフトボール競技出場 

 
 

男子学校対抗団体優勝 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

軟式野球優勝 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲートボール交流会
出場 

個
　
人 

団
　
　
　
　
　
体 

福崎町民または出身者及び町内に所在する団体で、特に優秀な成績をおさ 
めた個人や団体 

【文化功績賞】 
番号 

１ 
 

２ 
 

３ 

氏　名 

県立福崎高等学校 
ギター・マンドリン部 

田谷　宗永 
 

大久保利紗 

所　　属 

県立福崎高等学校 
 

県立福崎高等学校 
（３年生） 

姫路市立琴丘高等学校
（３年生） 

分　野 

器楽演奏 
 

器楽演奏にお
ける指揮 

器楽演奏 

内　　　　容 

第４０回記念全国高等学校ギター・マンドリンフェス
ティバル文部科学大臣賞　受賞 

第４０回記念全国高等学校ギター・マンドリンフェス
ティバル優秀指揮者賞　受賞 

第５７回兵庫県吹奏楽コンクール 
金賞・兵庫県知事賞　受賞 

文化的活動や発展に功績があった個人や団体 

【吉識雅夫科学賞】 
部　門 

中学生の部 

小学生の部 

氏　名 

奥田紗世子 

廣瀬　七歩 

所　　属 

福崎東中学校（１年生） 

福崎小学校（５年生） 

内　　　　容 

音の振動の実験 

クモのヒミツ 

町立学校で自然科学分野において優れた研究、観察などを行った児童生徒 



５ 

　３月１９日、高橋の「井上はるゑ」

さんが満百歳を迎えられました。 

　現在、あたたかいご家族に支

えられて、穏やかにお暮らしです。 

　今後も、ますますお健やかに、

さらなるご長寿をお祈りします。 

　なお、百歳をお祝いして、百

歳の森記念碑に、お名前を刻み

ました。 

 

（健康福祉課） 

事業主のみなさんへ 

「仕事と子育ての両立」 
次世代育成を支援しましょう！ 
　仕事と子育ての両立支援のため、事業主には、一般事業主行動
計画を策定し、対策を実行する取り組みが求められています。 
３０１人以上の労働者を雇用する事業主は、行動計画を策定し、そ
の旨を兵庫労働局に届け出なければなりません。 
　さらに、４月からは、行動計画の策定・届出の義務が「労働者 
１０１人以上」の企業に拡大されました。 

一般事業主行動計画とは･･･ 
　企業が従業員の仕事と子育ての両立を図るため、①計画期間 
②目標③目標達成のための対策と実施期間を定めるものです。行
動計画を策定・届出し、認定基準を達成すると、子育て支援企業
として認定されます。 

届出・問い合わせ先　兵庫労働局雇用均等室　　０７８－３６７－０８２０ 
　○厚生労働省ホームページ 
　　http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/jisedai/

東北地方太平洋沖地震 救援物資を遠野市へ 
　みなさんからお預かりした救援物資を３月に２度、
岩手県遠野市へ搬送しました。 
　柳田國男ゆかりの地である遠野市は、被災地支
援の拠点として、より被害の大きい周辺地域への
支援活動に取り組まれています。 

　物資と義援金については、住民のみなさんをは
じめ、町内の企業、運送会社など、大変多くのあ
たたかいご支援をいただきました。ご協力をあり
がとうございました。 
　被災地の１日も早い復興と被災された方々の回
復を心からお祈りし、今後もできる限りの支援を
続けます。 
　引き続き、ご協力をよろしくお願いいたします。 

　災害義援金や見舞金名目で現金を騙し取る詐欺が
発生しています。  
○自治体など公的機関の職員が電話や訪問により一
般家庭へ義援金を呼び掛けることはありません。  
○不審に思ったらすぐに１１０通報してください。  

福崎警察署　刑事生活安全課　　２３－０１１０ 

　日本赤十字社兵庫県支部福崎町分区は、地
震被災者への義援金を募集しています。被災
地の１日も早い復興に、みなさんのご協力を
お願いします。 
　募金箱は、役場健康福祉課、文化センター、
八千種研修センター窓口に設置しています。 

（健康福祉課） 

日赤義援金募集  

物資提供者数　のべ７９４人 

だま 

義援金詐欺にご注意！ 
さ ぎ 



６ 

　福崎町は、昭和３１年（１９５６）５月３日に、田原
村、八千種村、福崎町の１町２村が合併して誕
生しました。誕生から５５周年の節目を迎え、本
年はたくさんの記念事業を実施します。 
　どうぞご参加ください。 

■記念式典 
　民俗芸能のつどい 
　町制施行日に記念式典を開催します。 

日時　５月３日（火・祝）１０：００～ 

場所　エルデホール 

　民俗芸能のつどい 

　式典に引き続き、町の民俗芸能が披露されます。 

（出演団体） 

　余田大歳神社淨舞保存会（余田大歳神社淨舞） 

　辻川鬼太鼓保存会　　　（辻川鬼太鼓） 

　民話かたりべグループ　（福崎の民話かたりべ） 

■柳田國男５０年祭・第３２回山桃忌 
　『柳田國男と福崎』 

申込不要！ 
どなたでも 
参加できます 

６月頃に観覧者を 
募集します 

各戸配布のチラシで 
申込方法をお知らせします 

■ＮＨＫ公開録音 
　「上方演芸会」 
　ＮＨＫラジオ番組「上方演芸会」の公開録音を

行います。 

日時　７月１５日（金）１８：３０～ 

場所　文化センター 

■サルビア田園アート 
　もちむぎのやかた前を町花サ

ルビアによる田園アートで飾り

ます。 

時期　７月頃から 

場所　もちむぎのやかた北側の田 

※各イベントの詳細は、決定次第、 

　「広報ふくさき」、町ホームページで 

　お知らせします。 

※お問い合わせは、 

　総務課（内線２２１）へ。 

○第３２回山桃忌 

○基調講演　「柳田國男の原点・福崎」 

　　　　　　　　　　　　　　東京学芸大学教授　石井正己 

○記念講演　「今、柳田國男を考える」（仮題） 

　国際日本文化研究センター名誉教授・宗教学者　山折哲雄 

○シンポジウム　「２１世紀と柳田國男」 

　五感をきたえる　島根県立大学短期大学部教授　小泉　凡 

　社会をみつめる　　　　　東京大学大学院教授　佐藤健二 

　自然とむきあう　　　滋賀県立琵琶湖博物館長　篠原　徹 

　生誕地から考える　　　　　　　　　福崎町長　嶋田正義 

○もちむぎ夕食会 

１日目 

○フィールドワーク 

　「柳田國男ゆかりの地を歩く」 

○人情喜劇「柳田國男と辻川」 

　NPO法人　姫路コンベンションサポート 

２日目 

申込不要 

　柳田國男の５０回忌にあたる記念の年を迎え、 

その功績を再認識するとともに「柳田國男生誕の地・福崎町」を全国

に発信します。 

　「民俗　広場」まつりも同時開催します。 
開催日　８月６日（土）・７日（日） 

場　所　文化センター・エルデホール・柳田國男生家周辺 

※ホームページからも申込が可能です。http://www.５０nensai.com

辻 ○ 



町

制
５５

周

年 

　
東
北
・
関
東
地
方
に
か
け
て
大

き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
に
お
悔
や
み
を
、
被

災
さ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
今
年
は
、
昭
和
３１
年
（
１
９
５

６
）
に
、
八
千
種
村
、
田
原
村
、

福
崎
町
が
合
併
し
て
５５
周
年
の
年

で
す
。 

　
５
月
３
日
に
式
典
を
行
い
、
７

月
１５
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
上
方
演
芸
会

を
公
開
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
柳
田
國
男
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
て
４９
年
が
過
ぎ
、
「
柳

田
國
男
５０
年
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

柳
田
國
男
さ
ん
の
業
績
は
大
変
大

き
く
、
没
後
５０
年
を
記
念
し
て
、

出
版
社
や
ゆ
か
り
の
自
治
体
で
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
最
近
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

世
界
的
な
経
済
危
機
が
重
な
っ
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
ん
な
時
代

に
は
、
柳
田
さ
ん
の
著
作
か
ら
し

っ
か
り
学
ん
で
、
町
づ
く
り
や
く

ら
し
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
。
」
と
い
う
講
演
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

柳
田
さ
ん
と
ご
兄
弟
が
生
ま
れ
幼

少
時
を
過
ご
さ
れ
た
故
郷
の
町
で

す
。
よ
く
ぞ
こ
の
町
に
生
ま
れ
て

く
だ
さ
っ
た
と
感
謝
し
、
顕
彰
の

思
い
を
全
国
に
発
信
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
８
月
６
日
の
山
桃
忌
に
は
、
山

折
哲
雄
先
生
の
記
念
講
演
を
中
心

に
、
有
名
な
先
生
方
を
招
い
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
７
日
に
は
、
柳

田
國
男
さ
ん
に
関
す
る
演
劇
を
松

竹
劇
団
の
指
導
と
協
力
を
得
て
公

演
し
ま
す
。 

　
こ
の
催
し
は
、
全
国
的
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
町

内
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
柳
田
さ
ん
の
「
遠
野
物
語
」
で

有
名
な
岩
手
県
遠
野
市
は
、
地
震

で
市
役
所
本
庁
舎
が
全
壊
す
る
な

ど
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
町

は
、
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
や
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
物
資

を
ト
ラ
ッ
ク
と
ワ
ゴ
ン
車
に
積
み

込
ん
で
３
月
１９
日
に
届
け
、
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
２３
年
度
も
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

学
生
納
付
特
例
制
度 

　
２０
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。 

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。
ま

た
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。 

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場

合
、
４
月
始
め
に
再
申
請
の
用
紙

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
続

き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 

 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
学
生
で
な
い
３０
歳
未
満
の
方
に

つ
い
て
は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ

ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障

害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け

取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
姫
路
年
金
事
務
所

ま
た
は
住
民
生
活
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」 

７ 

　姫路年金事務所による年金出張相談を、町内の
方を対象に、下記のとおり行います。相談は予約
制です。予約受付期間内に、住民生活課に電話で
予約申込みをしてください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
持参物　年金手帳・年金証書・認印 
　　　　その他相談内容により必要な書類 

＊代理の場合は、委任状と本人確認ので
きる身分証明書（免許証等） 

開 催 日 時 開 催 場 所 
予約受付期間 

（土・日・祝日を除く） 
８：３０～１７：１５ 

５月１９日（木） 
１０：００～１５：００ 

サルビア会館 
２階　講義室 

４月１８日（月） 
 

５月１３日（金） 

～
 

予約申込先　住民生活課（内線３７４） 

【年金出張相談日程表】 



ご利用ください！ 
　子育て支援サービス 
ご利用ください！ 
　子育て支援サービス 

＜保育所・幼稚園・幼児園・学童保育＞ 

　平成２３年度の子育て支援事業として 
いろいろなサービスを行っています。 
　どうぞご利用ください。 

★保育所の途中入所について 
　年度途中からの保育所入所は随時受付しています。
申込は学校教育課で受け付けます。 
　尚、年度途中からの入所の場合も、年度初日の年齢
で保育料を算定します。 

　すべての保育所で産休明け（２か月児） 
のお子さんからお預かりします。 

乳児保育 

　すべての保育所で実施します。 
申　込　直接各保育所へ 
延長時間　１９時まで 
利用料　１８時以降１回２００円、月３,０００円 

延長保育 

　小学校１年生～３年生の留守家庭の児童を対象に、
小学校の空き教室を利用して実施しています。 
開設場所　福崎小学校　北校舎１階 
保育時間　授業がある日　１５：００～１８：００ 
　　　　　土曜日　　　　　８：００～１２：３０ 
　　　　　長期休業中　　　８：００～１８：００ 
利用料　月額６,０００円 
申込　学校教育課へ 

学童保育園 

土曜午後保育 

日時　土曜日１６時まで 
申込　直接各保育所へ 

（田原保育所・福崎幼児園・姫学保育園・サルビア保育園） 

　冠婚葬祭、入院などのやむを得ない場合や育児に
疲れてリフレッシュしたい時に保育所でお子さんを
お預かりします。 
申込　３日前までに直接各保育所へ 
利用料 

一時預かり 
（福崎幼児園・姫学保育園・サルビア保育園） 

時　　間 
１日（８:３０～１６:３０） 
半日（８:３０～１２:３０） 
　　（１２:３０～１６:３０） 

３歳未満児 
２,５００円 

１,５００円 

３歳以上児 
２,０００円 

１,２００円 

＊年齢は、当該年度の４月１日現在とします。 

　在宅で子育てをしている方に、保育所の園庭を広
く開放します。近所に友だちや遊び場がなかったり、
今後保育所入所をご希望の方は、保育所に遊びに来
てください。 

なかよしランド（園庭解放） 

田原保育所 
八千種保育所 
福崎幼児園 
高岡保育所 
姫学保育園 
サルビア保育園 

火曜日 
木曜日 
水曜日 
金曜日 
水・金曜日 
月・木曜日 

 

９:００-１１:００ 
 
 

９:００-１１:００ 
９:３０-１１:３０ 

 

５月から開放 
 
 

４月６日から開放 
４月７日から開放 

開放日時 

　幼稚園児で、平日の１４時以降および長期休業中に、
やむをえず家庭で保護者の保護が受けられない場合
に、各幼稚園・幼児園でお預かりします。 

幼稚園預かり保育 

実施日 

平　日 
 

長期休業中 

実施時間 

１４：００～１８：００ 
 

　８：００～１８：００ 

利　用　料 
２００円/時間　　　　　　 
ただし、月額２０,０００円を 
超えない額　　　　　　 

申込　直接各幼稚園・幼児園へ 

問い合わせ先 
　福崎町教育委員会 
　　学校教育課　子育て支援係（内線２５１） 

８ 

第29回 
福崎町美術展開催 

第29回 
福崎町美術展開催 

●会　期：５月２０日（金）～２２日（日） 
　　　　　９：００～１７：００（２２日は１５：００まで） 
●会　場：エルデホール 

　日本画、洋画、書、写真、
彫塑工芸５部門の公募作品な
どを展示します。 
　多数のご来場をお待ちして
います。 

（文化センター） 



　子どもたちの健やかな成長を願って、地域での子育てを支援するた
めに、５月から地域の公民館に出向き、すきっぷひろばを開きます。 

　お友達といっしょに公園に出かけ、楽しい時間を過ご
しませんか？お子さんと遊びながら子育ての悩みを話し
たり、情報交換をしたりして、ゆっくり楽しんでください。 
 
 
 
 

 
時　間　１０：００～１１：３０　駐車場はあります。 
持ち物　お茶 
申込方法　子育て支援センターへ 
※現地集合・解散で、雨天の場合は中止となります。 
　不明な点は、子育て支援センターにお問い合わせください。 

日　程 
４月１５日（金） 
４月１８日（月） 
４月２２日（金） 

実　施　場　所 
スポーツ公園（福田） 
辻川山公園（辻川） ※第1グランド駐車場集合 
イーストパーク（南大貫） 

ぐりとぐら 
　毎月第１木曜日（祝日は除く）　　　　　
　１０：００～１１：００　文化センター２階和室 
　絵本の読み聞 
かせ、わらべう 
た、パネルシア 
ターなど、親子 
でいっしょに楽 
しみます。 
 
ドレミ 
　毎月第２木曜日（祝日は除く） 
　１０：００～１１：００ 
　４月１４日（木）・５月１２日（木） 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌 
ったり、音に合 
わせてリズム遊 
び、身体遊びな 
どを楽しみます。 
 

 
（問い合わせ先：子育て学習センター） 

　広いスペースに、すべり台・トランポリン・アップダ
ウントレーニングマットなどの大型遊具、ままごとあそび、
木のおもちゃ、手づくりのおもちゃ、絵本など、あかち
ゃんからの遊具をそろえています。また、オムツ替え・
授乳コーナーやおべんとうひろばがあります。親子活動

中でも利用できます。９
時から１５時まで開設して
います。 
　子育て中のお母さんは
もちろん、孫育て中のお
じいちゃん、おばあちゃん、
来所をお待ちしています。 

※イーストパーク（南大貫）の遊具が新しくなりました。 

日　　程 

 5 月 9 日（月） 

 5 月13日（金） 

 5 月16日（月） 

 5 月20日（金） 

 5 月23日（月） 

 5 月27日（金） 

 5 月30日（月） 

実施場所 

中島公民館 

井ノ口公民館 

大門公民館 

馬田公民館 

吉田公民館 

西光寺公民館 

余田公民館 

対象地区 

長目・中島・上中島 

井ノ口・北野 

大門・加治谷・亀坪 

馬田・出屋敷 

八反田・吉田 

西光寺・西野野垣内 

余田・庄 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※申し込み不要。対象地区以外の方も参加できます。 
※５月１６日はミニデイ利用者の方との交流を予定しています。 

　子育て中のお母さん。ちょっと一息つきませんか？子育てに関す
ることだけでなく、どんなことでもかまいません。子どもといっし
ょに遊びながら、おしゃべりを楽しみませんか？ 
日　時　４月２６日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
テーマ　「何でもOK！」 
　　　　※絵本の読み聞かせやわらべうた遊びもします。 
　　　　　個別相談員、スタッフもごいっしょします。 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 

子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　４月１９日（火）・５月１７日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　５月１０日（火）※５月は祝日のため第２火曜日です 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

９ 

子育て学習センター（文化センター２階） 



生活科学 
センター 
だより 

ハイ！消費生活 
　　　相談員です。 

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
 

　健康と安全な食生活を考えながら、旬の食材を
活かして楽しく調理実習をします。 
実施期間　５月～１０月の第３水曜日 
　　　　　１０：００～１３：００ 
会　　場　生活科学センター調理室 
内　　容　身近な食材で手軽にできる料理や 
　　　　　お菓子作りなど 

参 加 費　材料費のみ実費 
申込受付期間 
　４/１２（火）～２２（金） 
定　　員　４５人（希望者の多い場合
は抽選で決定します。） 
★申し込みは、生活科学センター 
　（　２２－４９７７）へ。 

〔
相
談
〕 

　
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
異
性
紹
介
の

広
告
情
報
を
見
て
、
携
帯
電
話
で

サ
イ
ト
に
登
録
し
た
。
す
ぐ
に
結

婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
業
者
か
ら

連
絡
が
あ
り
、
店
舗
に
行
っ
て
１

年
コ
ー
ス
３６
万
円
の
契
約
を
し
た
。

近
く
の
郵
便
局
で
出
金
し
、
契
約

金
全
額
を
支
払
っ
た
。 

　
帰
宅
後
、
冷
静
に
考
え
る
と
、

高
額
な
契
約
料
に
後
悔
し
て
い
る
。 

　
契
約
を
取
消
す
こ
と
は
で
き
る

だ
ろ
う
か
。 

（
４０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
特
定
継
続
的
役
務
提
供
取
引
」

の
指
定
役
務
で
、
契
約
期
間
が
２

か
月
以
上
で
金
額
が
５
万
円
を
超

え
て
い
れ
ば
、
８
日
間
の
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
幸
い
、
相
談
者
が
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
て
３
日
後
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。 

　
少
し
時
間
は
か
か
っ
た
も
の
の
、

３６
万
円
全
額
が
返
金
さ
れ
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
特
定
商
取
引
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
「
特
定
継
続
的
役
務
提
供
取

引
」
の
指
定
役
務
は
、
①
エ
ス
テ

サ
ー
ビ
ス
②
語
学
教
室
③
家
庭
教

師
④
学
習
塾
⑤
パ
ソ
コ
ン
教
室
⑥

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

　
勧
誘
方
法
や
取
引
形
態
、
契
約

場
所
な
ど
に
条
件
が
な
い
の
で
、

自
ら
出
向
い
て
行
っ
た
店
舗
で
の

契
約
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
も
し
、
支
払
方
法
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
販

売
会
社
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
両

方
同
時
に
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
特
定
継
続
的
役
務
提

供
取
引
」
は
、
中
途
解
約
が
で
き

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

を
過
ぎ
て
い
て
も
契
約
を
取
消
し

た
い
場
合
は
、
「
中
途
解
約
通
知

書
」
を
送
付
し
、
解
約
手
数
料
を

支
払
い
、
手
続
き
を
し
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務（
サ
ー
ビ
ス
）

に
つ
い
て
解
約
手
数
料
の
上
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
多
額

の
解
約
料
の
請
求
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
解
約
手
数
料
の
清
算
方

法
が
合
理
的
で
な
い
場
合
に
は
、

内
容
を
十
分
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

役務の種類 サービス利用前 サービス利用後 

エステティックサービス 

外国語会話教室 

パソコン教室 

学習塾 

家庭教師 

結婚相手紹介サービス 

２万円 

１万５０００円 

１万５０００円 

１万５０００円 

２万円 

３万円 

未使用サービス料金の１割か２万円のいずれか低い額 

未使用サービス料金の２割か５万円のいずれか低い額 

未使用サービス料金の２割か５万円のいずれか低い額 

２万円か月謝相当額のいずれか低い額 

５万円か月謝相当額のいずれか低い額 

未使用サービス料金の２割か２万円のいずれか低い額 

特定継続的役務提供取引の解約手数料の上限 

１０ 



福崎町 

支
え
合
え
る
人 

福
崎
東
中
学
校
３
年（
当
時
） 

松
田
奈
菜 

　
目
を
閉
じ
て
、
あ
な
た
の
身
の

ま
わ
り
の
人
た
ち
を
思
い
浮
か
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
で
す
か
？

誰
が
一
番
最
初
に
思
い
浮
か
び
ま

す
か
。
多
分
そ
の
人
が
、
あ
な
た

が
一
番
信
頼
し
て
い
る
人
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
誰
も
が
そ
う
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
思
い
浮
か
べ
よ
う

と
し
て
も
誰
も
思
い
浮
か
ば
な
い

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
信
頼
で
き

る
相
手
が
い
る
人
は
、
そ
の
人
を

大
切
に
し
て
、
い
な
い
人
は
作
る

努
力
を
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
で
す
が
、
人
か
ら
信
頼
を
得
る

こ
と
、
人
を
信
頼
す
る
こ
と
は
と

て
も
難
し
く
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
信
頼
と

い
う
言
葉
の
裏
側
に
は
裏
切
り
と

い
う
言
葉
が
つ
い
て
き
ま
す
。 

　
「
信
じ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、

一
番
す
ば
ら
し
く
、
気
分
が
晴
れ
、

と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
必
要
な
言
葉
で
す
。
反
対
に 

「
裏
切
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
一

番
残
こ
く
で
、
う
し
ろ
め
た
い
気

持
ち
に
な
る
不
必
要
な
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
裏
切
り
と

い
う
行
為
を
し
た
こ
と
が
な
い
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
友
だ
ち
か
ら 

「
絶
対
誰
に
も
言
わ
な
い
で
ね
。
」 

と
言
わ
れ
て
約
束
し
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
約
束
を
や
ぶ
っ

て
、
ち
が
う
友
だ
ち
に
言
っ
て
し

ま
う
、
と
い
う
こ
と
も
、
大
げ
さ

な
こ
と
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
裏
切
り
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
れ
に
、
関
ヶ
原
の
戦

い
で
、
毛
利
輝
元
を
総
大
将
と
し
、

石
田
三
成
を
中
心
と
す
る
西
軍
の

小
早
川
秀
秋
と
い
う
武
将
が
、
徳

川
家
康
を
総
大
将
と
す
る
東
軍
に

寝
返
っ
た
、
と
い
う
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
歴
史
に
残

る
大
き
な
裏
切
り
で
す
。
全
く
違

う
二
つ
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
「
裏

切
り
」
と
い
う

一
つ
の
同
じ
言

葉
で
ま
と
め
ら

れ
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り 

「
裏
切
り
」
に

度
合
い
は
関
係

な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
「
裏

切
り
」
と
い
う

の
は
本
当
に
怖

い
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
「
裏
切
り
」
よ
り
も

何
よ
り
も
怖
い
こ
と
が
、
裏
切
ら

れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
人
を
信

じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
す
。 

　
も
し
、
今
、
あ
な
た
が
人
を
信

じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

た
ら
、
人
を
信
じ
る
意
味
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、
「
裏
切

り
」
と
い
う
言
葉
に
恐
怖
を
も
っ

て
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
一
歩

前
へ
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
一
歩
は
と
て
も
大
き
な
一
歩
で
、

踏
み
出
す
こ
と
は
、
と
て
も
勇
気

の
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
何
か
変
わ
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
歩

で
変
わ
る
の
で
す
。 

　
裏
切
ら
れ
た
人
だ
け
で
は
な
く
、

裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
あ
な
た
、
ど

ん
な
理
由
で
裏
切
っ
た
の
か
は
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
あ
な

た
も
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ

ん
。
考
え
方
を
少
し
変
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

物
事
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
あ
た
ら
し
い
何
か
が
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。 

　
も
し
、
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り

の
人
や
友
だ
ち
に
、
人
間
関
係
に

つ
い
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
が
信
頼
へ
の
第
一
歩
で

す
。
そ
の
子
も
心
か
ら
信
頼
で
き

る
人
を
必
要
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、

あ
な
た
が
そ
の
子
に
と
っ
て
の
大

切
な
存
在
に
な
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
何
気

な
い
日
常
の
中
で
行
き
詰
ま
っ
て

し
ま
っ
た
時
は
、
目
を
閉
じ
て
身

の
ま
わ
り
の
人
を
思
い
浮
か
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
自
然
と
顔
が
ほ

こ
ろ
ん
で
、
ス
ー
ッ
と
ら
く
に
な

る
で
し
ょ
う
。
日
を
重
ね
る
度
に
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
浮
か
び
上

が
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
き
っ
と
自

分
で
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
大
き
な

成
長
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
頭
の
中
に
出
て
き
た
人
も
、

き
っ
と
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
あ

な
た
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

て
年
を
重
ね
て
、
外
見
だ
け
で
な

く
、
中
身
も
成
長
し
て
い
く
の
で

す
。 

　
お
互
い
が
、
お
互
い
を
必
要
と

し
、
そ
し
て
、
成
長
す
る
。
こ
の

く
り
返
し
で
「
支
え
合
う
」
と
い

う
こ
と
が
成
立
す
る
の
で
す
。 

　
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
支
え
合
え
る
人
が
い

る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
人
の

支
え
を
必
要
と
し
な
い
人
な
ん
て

い
な
い
の
で
す
か
ら
。 

高岡小学校１年（当時）　大畑　迅 

福崎東中学校３年（当時）　中垣杏菜 

１１ 

友
だ
ち
に
　
素
直
に
言
お
う 

　
「
あ
り
が
と
う
」 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

中
井
朱
理 

な
か
ま
だ
よ
　
う
れ
し
い
と
き
も 

　
つ
ら
い
と
き
も 

福
崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

藤
本
侑
希 

い
じ
め
は
ね
　
や
る
の
も
見
る
の
も 

　
同
じ
こ
と 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

松
岡
夏
音 



◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【４月の休館日】７日・１４日・２１日・２８日・３０日 
　【５月の休館日】６～９日・１２日・１９日・２６日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

　文化センターの一室を自習ができるスペース

として提供しています。 

　「集中して勉強がしたい」という中学生・高

校生のみなさん、ぜひ活用してください！ 

日時　毎月第２・第４土曜日　９:００～１２：００ 

場所　文化センター　小ホール 

　　　（都合により別室になることもあります。） 

対象　中学生及び高校生 

・飲食は原則禁止ですが、ペットボトルの飲み

物は持ち込みできます。 

・私語は禁止します。勉強に集中しましょう。 

問い合わせ先 

　学校支援地域本部事業事務局（文化センター） 

　　２２－３７５５ 

福崎町学校支援地域本部事業 

自習室オープン 
★エルデホール催物のご案内★ 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

“中播磨オープンガーデン” “中播磨オープンガーデン” 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　広報３月号でもお知らせしましたが、中播磨地区
において、「第６回中播磨オープンガーデン」が前
期・後期に分けて開催されます。会員が丹精込めて
作った庭です。ガイドマップで
お確かめのうえ、ぜひご来場く
ださい。ガイドマップは文化セ
ンターで配布しています。 
前期　４月２２日～２４日 
後期　５月２０日～２２日 
特別公開　８月６日・７日 
　もちむぎのやかたガーデン 
　（もちむぎのやかた北側） 

 

 
 
　今月のボランティア活動予定（４／２０～５／２１）
をお知らせします。ぜひご参加ください。 
みどりのグループ 
　４月２０日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
　５月１１日（水）９：００～　ＪＡ八千種前花壇 
ココロンクラブ 
　５月２１日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

4月の催し チケット好評発売中！ 

■出演／田部京子 

■開演／１５：００（開場１４：３０） 

■入場料／大人２,５００円　高校生以下１,５００円 

（当日各５００円増）【全席自由】 

☆田部さんは、第５３回日本音楽コン

クールでの最年少第１位受賞をはじめ、

多数のコンクールで優秀な成績を収

めています。四重楽団やオーケストラなどと共演するほ

か、単独のリサイタルやレコーディング活動も活発に行

い、国内外から高い評価と厚い信頼を得ています。また、

辻井伸行さんなど後進の指導にも熱心に取り組んでいま

す。 

４月16日（土） 

「田部京子ピアノリサイタル」 エルデ 
スプリングコンサート 

5月の催し チケット好評発売中！ 

■上映／①１０：００～１２：１０ 

　②１３：００～１５：１０　③１６：００～１８：１０

　（開場各２０分前） 

■入場料／大人８００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆昨年１２月に公開され、話題を集め

た「武士の家計簿」を上映します！ 

１６８年前、刀ではなく、そろばんで家族を守った武士が

いました。激動の時代を知恵と愛で生き抜いた家族の絆

を描いた感動の物語です。ぜひご覧ください♪ 

５月４日（水・祝） 

「武士の家計簿」 GWエルデ 
ムービーシアター 

きずな 

7月の催し 

■出演／村治奏一 

　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 

■開演／１５：００（開場１４：３０） 

■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆国内外でさまざまな活動をし、今後

の活躍が注目されているギタリスト村

治奏一さんのコンサート。演奏するのはクラシックギタ

ーです。特有の繊細な音色の変化、味わいの深さをお楽

しみください！福崎町文化功績賞を受賞した地元福崎高

校ギター・マンドリン部も特別出演します。心ふるわす

音楽の共演をどうぞお楽しみに♪ 

７月31日（日） 

「村治奏一コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

4月22日（金）チケット発売開始！ 

１２ 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（４月９日～５月４日） 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書6冊　　児童書2冊 
「見えない鎖」　　　　　鏑木　　蓮 
「漂砂のうたう」　　　　木内　　昇 

少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 
－気軽に、無料、秘密を守ります－ －気軽に、無料、秘密を守ります－ 

　少年相談は、子どもの問題であると同時に親の問題でも
あります。子どもに問題行動のきざしがあれば、早い時期に
相談してください。 
－平成２２年度の相談内容と件数（平成２２年４月～平成２３年２月）－ 

内
　
　
容 

相
談
対
象
者 

不
登
校
・
　 

　
　
　
い
じ
め
　 

学
習
・
進
路 

異
性
・
性
・ 

　
友
人
関
係 

親
子
関
係
・ 

し
つ
け
・
子
育
て 

身
体
・
性
格 

反
社
会
的
行
動 

学
校
・
教
師 

の
指
導
　
　 

そ
　
の
　
他 

合
　
　
計 

件数 

幼 
小 
中 
高 
他 

0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0

1 
0 
0 
0 
0 
1

0 
0 
0 
0 
0 
0

7 
0 
0 
3 
0 
4

0 
0 
0 
0 
0 
0

8 
0 
0 
0 
2 
6

16 
0 
0 
3 
2 
11

教育相談日 
【電話相談】 

毎週　月・水・金曜日 
９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 
　26－1010（内線６１１） 

【面接相談】 
　毎週　水曜日 

９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 
　※事前にお電話ください 

　神崎郡青少年補導センターは、青少年の非行化防止・健全育成
を関係機関や関係団体と連携、協力しながら、総合的に推進して
います。 

神崎郡青少年補導センター  
市川町西川辺177　　26－1010（内線611） 

　図書館の資料すべてを蔵書点検しますので、
期間中は休館となります。 
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願
いします。 

4月11日（月）～20日（水） 

子ども映画会 
4月23日（土） 
14：00～ 

「北かぜとおひさま」 

おはなし会 

4月9日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
5月4日（水） 
11：00～ 

田 原 小 学 校 
〈沿革概要〉 
明治６年２月　　　明徳、知泉、金鶏、田原、柔遠
　　　　　　　　　　の５小学校を設置 
明治４０年７月１日　南田原尋常小学校と合併し田
　　　　　　　　　原尋常高等小学校となる 
　　　　　　　　　新校舎落成移転（開校記念日） 
　　　　　　　　　（学級数１１　児童数５６３人） 
昭和３１年５月３日　町村合併により福崎町立田原
　　　　　　　　　小学校と改称 
昭和５４年８月２７日　校舎改築竣工式 
　　　　　　　　　（学級数１７　児童数５６２人） 
昭和５６～５７年　　　「冒険遊びの森」づくり 
平成１６年１１月２日　スクールヘルパー活動開始 
平成１９年７月１日　校訓の制定「自主・健康・感謝」 
　　　　　　　　　創立１００周年記念式典 
　　　　　　　　　「田原サポートクラブ」発足 
平成２２年８月３１日　校舎耐震工事終了 

〈児童数〉 
　男児　２４９人 
　女児　２４５人 
　　計　　４９４人 
〈職員数〉 

　３１人 

〈教育目標〉 

『命を大切にし　自ら学び　豊かな心と健やかな身体を 
　もつ児童の育成』 

〈めざす児童像〉 
・命を大切にする子 
・考える子 
・支えあう子 
・きたえる子 

〈めざす学校像〉 
・学んで良かった田原小 
・学ばせて良かった田原小 
・支えて良かった田原小 
・勤めて良かった田原小 

　田原小学校の児童たちは、県内でも類をみない「冒険の森」アスレチックで笑顔で遊び、「田原地区サポート
クラブ」のみなさんの温かい言葉かけと見守りにより、毎日いきいきと過ごしています。友だちを含めたこれら
の学習環境と地域の方々とのふれあいのなかで、さまざまな気づきをし、感性を磨き、校訓である「自主・健

康・感謝」の教えを日々実践しています。創立１００周年記
念歌「田原っ子の歌」の「君は一人じゃないんだよ　君が
いないと困るんだ」という言葉にあるように、互いのよさ
を認め合うことのできる心豊かな子どもの育成をめざ
し、また将来にわたって子どもの生き方のよりどころと
なるような心に響く教育をめざし、取り組んでいます。 

１３ 



１４ 

　安全・安心な住まいとまちづくりを推進するため、町と県では、

住宅の耐震化を支援するための補助事業を行っています。 

※工事の契約前に申請が必要です。既に工事を開始または完了して
いる場合は、これらの事業の対象となりませんので、ご注意くだ
さい。 
※予算を全て執行した場合、受付を終了することがあります。 

　
２
月
２８
日（
月
）、
田
原
小
学
校

と
福
崎
西
中
学
校
で
、
地
震
と
火

災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
の
内
容
は
、
中
播
消
防
署

は
し
ご
車
に
よ
る
児
童
救
出
活
動
、

町
消
防
団
に
よ
る
け
が
人
の
搬
出

活
動
、
放
水
活
動
な
ど
で
す
。 

　
児
童
・
生
徒
は
、
き
び
き
び
し

た
救
出
・
消
火
活
動
を
目
の
当
た

り
に
し
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
真

剣
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

（
学
校
教
育
課
） 

田
原
小
・
西
中
で
避
難
訓
練 

田
原
小
・
西
中
で
避
難
訓
練 

　福崎町では、戸建住宅の耐震改修工事を行う方
に対して、その費用の一部を兵庫県の「わが家の
耐震改修事業」（住宅耐震改修工事費補助・右記
参照）に上乗せ補助する制度を新しく創設しまし
た。 
 
対象住宅　昭和５６年５月３１日以前に着工した住宅 
対 象 者　・町内に対象住宅を所有する町民で、

町税の滞納がない者（個人） 
・兵庫県の「わが家の耐震改修促進事業」
の補助金の交付決定を受けている者 

補助対象　・安全性を確保するための耐震改修工
事に要する費用 
・計画策定が不要な部分改修型耐震改
修工事に要する費用 
（一定の強度を有する戸建住宅に限る） 
・居室耐震型改修工事（シェルター方
式）に要する費用 

補助金額　補助対象となる費用の１６分の１以内 
（１５万円を限度） 

※町内施工業者を利用する場合、さらに補助対象
となる費用の１６分の１以内（１５万円を限度）を
加算 

福崎町住宅耐震改修促進事業 わが家の耐震改修促進事業（兵庫県） 

　兵庫県では、計画策定と工事にかかる費用の一
部を補助する２つのメニューがあります。 
対象住宅　昭和５６年５月３１日以前に着工され、耐震
　　　　　診断で安全性が低いと判断された住宅 
 
 
　住宅の耐震改修計画の作成に要する費用の一部
を補助します。 
補助金額　耐震改修計画の作成に要する費用の

３分の２以内（戸建住宅の場合、２０
万円を限度） 

 
 
　住宅の耐震改修工事に要する費用の一部を補助
します。 
補助金額　耐震改修工事に要する費用の４分の

１以内（戸建住宅の場合、６０万円を
限度） 

補助金額の加算　補助対象となる費用の４分の
１以内（２０万円を限度） 

※工事費補助を受けた場合は、所得税の特別控除、
固定資産税の減額措置もあります。 
問い合わせ先 
　県庁建築指導課　　０７８－３６２－４３４０ 
　http://web.pref.hyogo.lg.jp/wd３０/wd３０_０００００００１７.html

住宅耐震改修計画策定費補助 

耐震改修工事費補助 

問い合わせ・申し込み先 
まちづくり課 

（内線335・336） 

　
田
原
小
学
校
で
の
訓
練
風
景 

▲
 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　相続等で農地を取得した場合は、農業委員会への届出が義務付けられて
います。 
 
　通常、売買や贈与などで農地を取得する場合は、農地法第３条の許可が
必要です。 
　相続（遺産分割及び包括遺贈を含む）、法人の合併・
分割、時効取得などについては、農地法の許可は不要で
すが、農業委員会への届出が必要です。 
　権利を取得したことを知った日から１０か月以内に、農
地が存在する市町の農業委員会に届け出てください。 
（届出をしなかったり、虚偽の届出をした者は、１０万円
以下の過料に処せられます。） 
 
　届出書は、農業委員会の窓口に備え付けてあります。 
　内容について、詳しくは、農業委員または農業委員会
にお問い合わせください。 
 
　この届出は、農業委員会に権利取得の内容等を知らせ
るものであり、権利取得の効力を発生させたり保全した
りするものではありません。 
　また、農業委員会に届出をしただけでは、所有権移転
登記は変更になりません。登記は別途法務局で行ってく
ださい。 
 
問い合わせ先 
　福崎町農業委員会事務局（産業課内・内線３９４） 

農地を相続等により取得したときは 
農業委員会への届出が必要です 

届出が必要な人 届出が必要な人 

農業委員会 農業委員会 

制度の仕組み 

農地法の許可を要さずに以下の理由で農地
の権利を取得した人 
○相続（遺産分割、包括遺贈を含む） 
○法人の合併・分割　　　　　　　　 
○時効取得　など　　　　　　　　　 

届
出
を
し
な
か
っ
た
り 

虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
に
は 

罰
則
の
規
定
が
あ
り
ま
す
！ 

届
出
届
出 

届
出
届
出 

届
出 

　東部工業団地内に設置されたイーストパークで、遊具の

老朽化に伴う入替工事を行ってきました。 

　工事中は、工業団地内の企業、公園をご利用のみなさん

や地元の方々に大変ご迷惑をおかけしてきましたが、ご理

解とご協力を得ながら順調に入替を終えることができました。 

　新しく設置する遊具などは、子どもから大人まで楽しめ

る充実した設計で、芝

生広場との調和もとれ 

た、より良い公園とし

て生まれ変わりました。 

　これからも、より多

くのみなさんの憩いの

場となるよう願ってい

ます。 

所在地：大貫９７２－１（東部工業団地内） 

面　積：約１０,６００㎡（遊具設置部分　約１,４００㎡） 

設置遊具：コンビネーション遊具（複合遊具）

１基、スライド遊具２基、健康器具３基 

（まちづくり課） 
イーストパーク 

鴻ノ池 

加西 
サービス 
エリア 東部 

工業団地 

福崎市街 

八千種方面 

加西市 

東大貫交差点 県道三木宍粟線 

中国縦貫自動車道 

【位置図】 

１５ 

コンビネーション遊具 

健康器具 

スライド遊具 



七種山周辺案内標識を整備 七種山周辺案内標識を整備 七種山周辺案内標識を整備 

１６ 

国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
入
・
脱
退
の
お
届
け
は
お
早
め
に 

    

必
要
書
類 

・
社
会
保
険
（
健
康
保
険
）
資
格

喪
失
証
明
書 

・
印
鑑 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
証
明
書
（
免
許
証
・
住
基
カ

ー
ド
な
ど
） 

・
年
金
証
書
（
６０
歳
〜
６４
歳
の
方

で
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
方
） 

    

必
要
書
類 

・
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
国
民
健

康
保
険
か
ら
脱
退
さ
れ
る
方
全

員
の
社
会
保
険
被
保
険
者
証 

・
印
鑑 

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
証
明
書
（
免
許
証
・
住
基
カ

ー
ド
な
ど
） 

 

※
住
民
票
上
別
世
帯
の
方
が
代
理

人
と
し
て
届
け
に
来
ら
れ
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

   

　
お
勤
め
先
の
都
合
に
よ
り
離
職

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
で
該
当
す
る
か
ど

う
か
が
わ
か
り
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談
を
！ 

   

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
ま
た

は
失
業
な
ど
の
理
由
で
収
入
が
著

し
く
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
院

費
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た
方

に
つ
い
て
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。 

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５ 

　
・
３
５
６
） 

社
会
保
険
か
ら
の
脱
退
な
ど
に 

よ
り
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
さ 

れ
る
場
合
は
届
け
が
必
要
で
す 

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
こ
と
に 

よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
さ 

れ
る
場
合
は
届
け
が
必
要
で
す
　 

非
自
発
的
失
業
者
へ
の
　
　
　 

　
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
制
度 

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
　
　 

　
　
　
減
免
・
徴
収
猶
予
制
度 

　緊急雇用創出事業は、国の「緊急雇用創出特別
交付金」制度を活用して行われるもので、離職を
余儀なくされた方々などに対して、町が直接雇用
を行い、次の雇用までの短期の就業・雇用機会を
創出する事業です。 
目　　的　名誉町民である柳田國男と吉識雅夫の

顕彰を図るために、資料の目録を作成
します。それを元に効率的な展示活動
を行い、両名誉町民の顕彰を図ります。 

募集対象　下記の条件を満たす方で、離職を余儀
なくされた方、失業中の方など 
・Excelを使ったデータ入力及びパソ
コンの操作がある程度できる方 
・デジタルカメラ、パソコンなどを使
って撮影、編集ができる方 
・文書カードなどを使って資料整理を
行ったことがある方 

仕事内容　顕彰資料の整理及び目録の作成 
採用期間　５月中旬頃から６か月間以内 
勤務時間　９：００～１７:３０の時間帯 
賃　　金　時給８５０円 
申込方法　４月２８日までに教育委員会・社会教

育課（内線２５６）へ 

　七種山周辺の登山道の案内標識が、今年で結成

５０周年を迎える「福崎町山の会」の七種山登山

道整備ボランティア活動により整備されました。 

　今回の整備では、薬師峯の頂上周辺に案内標識

が新たに５か所設置されました。 

　３か年に渡って取り組んできた七種山周辺案内

標識整備は、今回で完了しました。 

　春の空気を感じながら登山をして、さわやかな

汗をかいてみませんか。 

　先日発生しました東北地方太平洋沖地震の影響
を考慮し、４月９日（土）に開催予定であった観
桜会は中止することといたしました。被災された
皆様には心からお見舞い申し上げます。 

－緊急雇用創出事業－ 

名誉町民顕彰資料整理活用事業 
アルバイト募集 

観光協会からのお知らせ 

観桜会中止のお知らせ 

〜
お
届
け
は
１４
日
以
内
に
〜 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は
、 

　
　
４
月
１９
日
（
火
） 

　
　
５
月
１７
日
（
火
） 

　
　
６
月
２１
日
（
火
） 

　
　
７
月
１９
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
７
月
中
の
利
用

は
、
５
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以 

外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の 

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
５
月
１
日
（
日
）
か
ら
５
月
１４

日
（
土
）
は
、
高
岡
幼
稚
園
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
更
新
申
請
に
つ
い
て 

　
現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
平
成
２３
年
８
月
１
日
以

降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望
す
る

方
は
、
更
新
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

対
象
者
　
８
月
１
日
時
点
で
満
２０

歳
未
満
で
、
８
月
１
日
以
降
も

医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望

す
る
方 

申
請
受
付
期
間
　
５
月
１
日（
日
）

〜
６
月
３０
日（
木
） 

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先 

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
（
福

崎
保
健
所
）
地
域
保
健
課 

　
　
２２
・
１
２
３
４ 

  

特
別
支
援
学
校
、
施
設
・
作

業
所
等
に
通
っ
て
い
る
方
へ 

　
福
崎
町
で
は
、
特
別
支
援
学
校

（
旧
盲
・
聾
・
養
護
学
校
）
や
施 

設
・
作
業
所
等
に
通
っ
て
い
る
方

に
「
就
学
援
助
金
」
及
び
「
通
園
補

助
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

・
就
学
援
助
金
…
特
別
支
援
学
校

に
就
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護

者 

・
通
園
補
助
金
…
福
崎
町
外
の
特

別
支
援
学
校
ま
た
は
施
設
・
作

業
所
等
に
週
３
回
以
上
通
っ
て

い
る
方
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
無

料
送
迎
利
用
の
場
合
を
除
く
） 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
書 

・
各
学
校
、
施
設
等
の
在
学
・
在

園
証
明
書 

・
印
鑑 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

  

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ 

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
小
学
生
・
中
学
生
に
対
す
る

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
各
学
校
ま
た
は
教

育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

援
助
費
目 

　
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど 

問
い
合
わ
せ
先 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

  

猫
の
引
取
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
４
月
２６
日（
火
） 

　
５
月
３１
日（
火
） 

　
６
月
２８
日（
火
） 

引
取
方
法 

・
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活
課
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
事
前
に
猫
搬
送
箱
を
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

お知らせ 

information

　防災行政無線による放送の内容

を、放送と同時に、福崎町ホーム

ページに掲載し、希望者に電子メ

ールで配信しています。メール配

信を希望する方は、福崎町ホーム

ページから登録してください。 

※メール受信にかかる通信料は、受信者の負担と

なります。 

※ＱＲコード（携帯電話用読み取りコード）でも登

録できます。読み取りのできる 

　携帯端末をお持ちの方は、ご利 

　用ください。 

「福崎町お知らせシステム」を 
ご活用ください 

「福崎町お知らせシステム」を 
ご活用ください 

１７ 



学
生
就
職
面
接
相
談
会
開
催 

　
西
播
磨
地
域
の
公
共
職
業
安
定

所
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し
、
新

規
大
学
等
卒
業
予
定
者
等
と
求
人

者
を
一
堂
に
会
す
る
「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
り
ま
」
（
新
規
大

学
等
卒
業
予
定
者
等
対
象
就
職
面

接
相
談
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
４
月
２１
日（
木
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
３
Ｆ
鳳
凰
の
間 

内
容
　
西
播
磨
地
域
の
企
業
と
平

成
２４
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業

予
定
者
及
び
平
成
２１
年
度
以
降

既
卒
者
が
一
堂
に
会
し
た
就
職

面
接
相
談
会 

実
施
機
関
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

　
・
龍
野
・
相
生
・
赤
穂
、
兵
庫

労
働
局
、
中
播
磨
県
民
局
、
西

播
磨
県
民
局
、
姫
路
市
、
ひ
ょ

う
ご
し
ご
と
情
報
広
場
、
雇
用

能
力
開
発
機
構
兵
庫
セ
ン
タ
ー 

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫

路
　
学
卒
部
門
（
　
０
７
９
・

２
２
２
・
４
６
９
０
）
へ
。 

 
 

平
成
２３
年
度
第
１
回
警
察
官
募
集 

募
集
期
間
　
４
月
１８
日（
月
）ま
で 

※
郵
送
の
場
合
、
４
月
１３
日
の
消

印
ま
で
有
効 

募
集
人
員 

・
男
性
警
察
官 

　
Ａ（
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

　
　
み
）約
２
０
０
人 

　
Ｂ（
Ａ
以
外
で
既
卒
者
）約
３０
人 

・
女
性
警
察
官 

　
Ａ（
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

　
　
み
）約
１０
人 

　
Ｂ（
Ａ
以
外
で
既
卒
者
）約
５
人 

・
特
別
選
考 

　
語
学
（
中
国
語
）
　
約
２
人 

　
語
学
（
英
語
）
　
　
約
２
人 

　
情
報
処
理
　
　
　
　
約
２
人 

　
武
道
Ａ
・
Ｂ（
柔
道
、
剣
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
４
人 

試
験
日 

　
５
月
８
日
（
日
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
福
崎
警
察
署
　
　
２３
・
０
１
１
０ 

  

救
急
車
適
正
利
用
啓
発
ポ
ス

タ
ー
募
集 

　
真
に
緊
急
を
要
し
、
救
急
車
が

必
要
な
方
へ
の
対
応
が
迅
速
に
で

き
る
よ
う
、
救
急
車
の
適
正
利
用

啓
発
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

応
募
期
日
　
６
月
２０
日（
月
） 

提
出
先 

最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
分
署

及
び
消
防
出
張
所 

応
募
資
格 

姫
路
市
内
お
よ
び
神
崎
郡
内
の

小
学
生 

応
募
要
項 

・
ポ
ス
タ
ー
の
中
に
ロ
ゴ
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。 

（
例
）
本
当
に
救
急
車
が
必
要

で
す
か
？ 

・
４
つ
切
り
画
用
紙
・
縦
書
き
と

し
、
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
及

び
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
姫
路
市
消
防
局
消
防
課 

　
救
急
担
当 

　
　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
５ 

　平成２３年３月３１日から、八反田地区（一

部を除く）他で下水道の供用が開始されまし

た。 

　対象となるご家庭には、役場下水道課から

供用開始の通知書を送付しています。 

　下水道への早期接続をお願いします。また、

「福崎町下水道排水設備指定工事店」で接続

工事をしていただくようお願いします。 

※宅内の下水道工事は、福崎町下水道条例により指
定工事店のみが施工できることになっています。
指定工事店一覧は、役場下水道課及び町ホーム
ページに掲載しています。 

公共下水道供用開始区域が拡大 

問い合わせ先　下水道課　管理係（内線３１２） 

4月・5月連休中のくみ取りのお知らせ 

★４月２９日（金）～５月５日（木）、中播衛生センターの
改良工事により、くみ取りができませんのでご注意く
ださい。 
★計画収集の方はカレンダーどおり収集を行います。 
★計画収集以外の方や臨時の方で、連休前にくみ取りを
希望する方は、４月２５日（月）までに必ずお申し込み
ください。 
 
※くみ取り日には、作業をしやすいようにしてください。 
・くみ取り口に物を置かないでください。 
・犬を飼っている方は、作業の妨げにならない所につ
ないでください。 

※くみ取り料は「し尿くみ取り券」で支払ってください。 
（住民生活課） 

４/２８ 
（木） 

５/９ 
（月） 

○ 

５/６ 
（金） 

○ 

４/２９ 
（金） 

～ 
５/５ 
（木） 

５/７ 
（土） 

～ 
５/８ 
（日） 

休み 休み ○ 
○…計画収集日 

１８ 

　町道の側溝で、鉄製のふた（グレー

チング）の盗難が連続して発生してい

ます。 

　このような状態を放置すると大変危

険です。道路でグレーチングが盗まれ

ている箇所を発見した場合は、すぐに

まちづくり課へご連絡ください。 

　また、犯行を目撃したり不審な人を

見かけた場合は、福崎警察署または最

寄りの交番へ通報してください。 

 

　○まちづくり課（内線３３１） 

　○福崎警察署（　２３－０１１０） 

道路側溝の鉄製ふた 
盗難被害が発生しています 
道路側溝の鉄製ふた 

盗難被害が発生しています 



第
１
期
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集
！ 

　
「
１
に
健
康
２
に
笑
顔
３
に
明

る
い
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
、「
運

動
の
生
活
化
」
に
よ
り
、
心
身
の

健
康
を
保
持
増
進
し
ま
し
ょ
う
。 

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
】 

　
１
人
用
の
小
さ
な
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
上
で
行
う
、
体
に
や
さ
し
い

運
動
で
す
。
体
に
か
か
る
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
た
め
、
年
齢
・
能
力

を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。 

対
象
　
一
般
男
女 

日
時
　
５
月
７
日
〜
６
月
２５
日
の

毎
土
曜
日
　
１８
時
３０
分
〜
１９
時

４５
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
球
技
室 

定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

【
減
量
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
】 

内
容
　
脂
肪
燃
焼
に
効
果
の
あ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
い
、

食
事
面
と
組
み
合
わ
せ
て
減
量

を
実
践
し
ま
す
。 

対
象
　
一
般
男
女 

日
時
　
５
月
１２
日
〜
６
月
３０
日
の

毎
木
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜
２１
時 

場
所
　
第
１
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室 

定
員
　
１５
人
（
先
着
順
） 

【
健
康
美
容
教
室
】 

内
容
　
健
康
体
操
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
主
と
し
て
、
基
礎
体
力

の
向
上
・
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
目

的
と
し
ま
す
。 

対
象
　
一
般
女
性 

日
時
　
５
月
６
日
〜
６
月
２４
日
の

毎
金
曜
日
　
１０
時
〜
１１
時
４５
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
球
技
室 

定
員
　
２５
人 

そ
の
他 

①
全
教
室
と
も
参
加
料
は
５
０
０

円
で
す
。 

②
参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に

別
途
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

③
募
集
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
１９

日
（
火
）
〜
２８
日
（
木
）
で
す
。

印
鑑
持
参
の
う
え
、
参
加
料
と

保
険
料
を
添
え
て
直
接
第
１
体

育
館
へ
。 

④
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
教
室
担
当
）
へ
。

（
月
曜
休
館
） 

        「
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者

募
集
!! 

日
時
　
５
月
２１
日（
土
） 

　
７
時
５０
分
　
文
化
セ
ン
タ
ー
発 

　
８
時
　
　
　
第
２
グ
ラ
ン
ド
発 

　
※
雨
天
決
行 

場
所
　
鉢
伏
高
原 

定
員
　
８０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。

（
電
話
で
の
申
込
は
不
可
） 

参
加
費
　
大
人
（
中
学
生
以
上
） 

　
　
　
　
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
小
人
（
小
学
生
以
下
） 

　
　
　
　
５
０
０
円 

募
集
期
間 

　
５
月
６
日（
金
）〜
１５
日（
日
） 

そ
の
他 

①
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
活
動
可
能
な
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

③
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

        

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
!! 

日
時
　
５
月
７
日
（
土
） 

　
　
　
８
時
３０
分
受
付
予
定 

※
雨
天
時
は
５
月
１４
日
（
土
）
に

延
期 

場
所
　
第
１
グ
ラ
ン
ド 

チ
ー
ム
構
成
　
町
内
在
住
・
在
勤

者
６
人
で
チ
ー
ム
を
編
成 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月

１９
日
（
火
）
〜
２７
日
（
水
）
に
第

１
体
育
館
へ
。 

注
意
事
項 

①
必
ず
６
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

②
申
し
込
み
後
、
メ
ン
バ
ー
変
更

の
あ
る
場
合
は
、
す
で
に
参
加

申
し
込
み
し
て
い
る
人
と
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
の
な

い
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

  「
ア
ウ
ト
ド
ア
入
門
編
」
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
!! 

　
め
だ
か
の
学
校
主
催
、
春
の
キ

ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
く

自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
　
４
月
２３
日（
土
） 

　
　
　
１０
時
〜
１５
時 

　
　
　
※
雨
天
決
行 

場
所
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
高
校
生
〜
一
般 

定
員
　
３０
人 

内
容
　
ハ
イ
キ
ン
グ
・
野
外
料
理 

　
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

ほ
か 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。 

参
加
費
　
５
０
０
円 

募
集
期
間
　
４
月
２０
日（
水
）ま
で 

そ
の
他 

①
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
活
動
可
能
な
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

③
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

  

ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
参
加
者

募
集
!! 

日
時
　
５
月
５
日（
木
・
祝
） 

　
　
　
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト 

場
所
　
福
崎
東
洋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
　
（
　
２２
・
１
２
４
８
） 

募
集
人
数
　
４０
組
　
１
６
０
人 

　
　
　
　
　
（
先
着
順
） 

参
加
資
格
　
町
民
に
限
る 

競
技
方
法
　
個
人
戦 

　
　
　
　
　
団
体
戦（
地
区
対
抗
） 

　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式 

参
加
費
　
３
０
０
０
円 

※
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
徴
収
（
プ
レ

ー
フ
ィ
８
５
０
０
円
・
キ
ャ
デ

ィ
付
＋
３
１
５
０
円
、
昼
食
代

は
別
途
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
２２

日
（
金
）
ま
で
に
ゴ
ル
フ
協
会 

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２３
・
１
３
１
１
）
へ
。 

※
詳
し
く
は
、
ゴ
ル
フ
協
会
・
北

山
（
　
２２
・
５
６
６
５
）へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

１９ 



バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
第
１５
回
６
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
の
参
加
チ
ー
厶
募
集
!! 

日
時
　
５
月
８
日（
日
）
９
時
〜 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
女
性
及
び
協
会
が
認
め

た
町
外
の
ク
ラ
ブ 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４

月
２７
日
（
水
）
ま
で
に
第
１
体

育
館
へ
。 

※
詳
し
く
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
・
大
杉
（
　
２２
・
３
２
３
１
）

へ
。 

柔
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
２
月
１３
日
（
日
）
、
大
阪
府
河

南
町
立
総
合
体
育
館（
ぷ
く
ぷ
く

ド
ー
ム
）
で
「
福
長
杯
争
奪
第
５

回
南
大
阪
少
年
柔
道
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
小
学
男
子
２
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
常
陰
司
竜
（
福
崎
小
） 

 

柔
道
教
室
参
加
者
募
集
！ 

対
　
象
　
保
育
園
児
以
上
の
男
女 

練
習
日 

　
毎
週
日
曜
日
　
９
時
３０
分
〜 

　
毎
週
水
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜 

※
詳
し
く
は
、
柔
道
協
会
・
難
波

（
　
２３
・
０
５
０
１
）
へ
。 

卓
球
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
２
月
１３
日
（
日
）
、
福
崎
西
中

学
校
体
育
館
で
「
第
３７
回
福
崎
町

卓
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
男
子
１
部
】 

優
勝
　
藤
森
勇
貴 

２
位
　
井
上
択
実 

３
位
　
古
西
省
吾 

　
　
　
宮
永
新
次 

【
男
子
２
部
】 

優
勝
　
的
場
悠
希 

２
位
　
西
川
純
平 

３
位
　
尾
　
　
圭 

　
　
　
木
村
友
哉 

【
女
子
１
部
】 

優
勝
　
岩
濱
聖
佳 

２
位
　
野
村
美
恵
子 

３
位
　
近
藤
優
佳 

　
　
　
三
輪
あ
り
す 

【
女
子
２
部
】 

優
勝
　
岩
濱
郁
佳 

２
位
　
佐
用
あ
か
ね 

３
位
　
姫
田
実
幸 

　
　
　
守
浦
凜
奈 

  

神
崎
郡
駅
伝
大
会
開
催
!! 

　
３
月
６
日
（
日
）
、
神
崎
郡
体

育
協
会
主
催
「
第
２４
回
神
崎
郡
駅

伝
大
会
」
が
八
千
種
小
学
校
周
辺

周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
１
１
３
チ
ー
ム
の
う
ち
、

福
崎
町
か
ら
は
４４
チ
ー
ム
と
大
変

多
く
出
場
し
ま
し
た
。
大
声
援
の

な
か
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
一
生

懸
命
疾
走
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り（
関
係
分
）。 

団
体
賞 

【
小
学
生
女
子
の
部
】 

１
位
　
福
小
ス
マ
イ
ル
ビ
ク
ト

　
　
　
リ
ー
（
福
崎
小
） 

２
位
　
タ
ワ
ラ
イ
ダ
ー
Ｇ 

　
　
　
（
田
原
小
） 

５
位
　
コ
ッ
ペ
パ
ン 

　
　
　
（
八
千
種
小
） 

【
小
学
生
男
子
の
部
】 

４
位
　
お
か
わ
り
君 

　
　
　
（
八
千
種
小
） 

５
位
　
八
千
種
フ
ォ
ー
ス
デ
ラ

　
　
　
ッ
ク
ス
（
八
千
種
小
） 

６
位
　
田
原
特
攻
隊 

　
　
　
（
田
原
小
） 

【
小
学
生
混
成
の
部
】 

４
位
　
福
小
ミ
ラ
ク
ル
・
フ
ァ

　
　
　
イ
タ
ー
ズ
（
福
崎
小
） 

５
位
　
バ
シ
リ
ス
ク 

　
　
　
（
八
千
種
小
） 

【
一
般
男
子
の
部
】 

１
位
　
近
畿
医
療
福
祉
大
学 

４
位
　
べ
っ
ち
ょ
な
い
。 

６
位
　
ち
ー
む
椿 

区
間
賞 

【
小
学
生
女
子
の
部
】 

１
区
１
位
　
吉
川
真
優（
福
崎
小
） 

　
　
２
位
　
長
尾
莉
己（
田
原
小
） 

２
区
１
位
　
佐
藤
遥
香（
福
崎
小
） 

　
　
３
位
　
堀
　
綾
奈（
田
原
小
） 

３
区
１
位
　
上
阪
梨
央（
田
原
小
） 

　
　
１
位
　
三
村
　
捺（
田
原
小
） 

４
区
１
位
　
新
林
琴
乃（
八
千
種
小
） 

　
　
３
位
　
萩
原
奈

（々
福
崎
小
） 

５
区
１
位
　
赤
松
遼
香（
田
原
小
） 

　
　
３
位
　
山
田
香
菜（
福
崎
小
） 

６
区
１
位
　
福
井
美
桜（
田
原
小
） 

　
　
２
位
　
吉
川
実
優（
福
崎
小
） 

【
小
学
生
男
子
の
部
】 

１
区
３
位
　
岡
本
哲
平（
福
崎
小
） 

２
区
２
位
　
岡
本
一
真（
福
崎
小
） 

３
区
３
位
　
松
田
凌
芽（
田
原
小
） 

５
区
３
位
　
福
本
尚
哉（
高
岡
小
） 

６
区
３
位
　
藤
後
良
太（
高
岡
小
） 

【
小
学
生
混
成
の
部
】 

１
区
２
位
　
水
田
葉
月（
八
千
種
小
） 

４
区
３
位
　
水
田
　
駿（
八
千
種
小
） 

５
区
１
位
　
徳
地
愛
維（
田
原
小
） 

　
　
３
位
　
牛
尾
桜
華（
福
崎
小
） 

【
一
般
男
子
】 

１
区
２
位
　
田
中
成
佳 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

２
区
２
位
　
大
野
裕
平 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

３
位
１
位
　
山
崎
優
希 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

４
区
１
位
　
脇
田
一
馬 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

５
区
１
位
　
宮
永
祐
一 

　
　
　
　
　（
べ
っ
ち
ょ
な
い
。
） 

　
　
３
位
　
細
谷
龍
考 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

６
区
３
位
　
篠
原
直
輝 

　
　
　
　
　（
近
畿
医
療
福
祉
大
学
） 

第２グランドが使用できなくなります 

　身障者用も増え、誰にでも使い易くなっています。
グランド使用・周
辺のウォーキング
のときにご使用く
ださい。 

　第２グランドは、（仮称）田原幼児園建設に伴い、
５月から使用禁止となります。 
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力を
お願いします。 

第１グランドトイレが完成しました 

体育館からのお知らせ 

問い合わせ先 
　　第１体育館　　２２－１１５３へ（月曜日休館） 

２０ 



坂
上
の
家
に
早
や
咲
く
黄
水
仙 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
渓
川
の
水
音
か
す
か
浅
き
春 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

寄
り
添
い
て
終
電
待
つ
人
春
浅
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

針
運
ぶ
障
子
の
明
り
浅
き
春 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

朝
市
に
薫
る
一
盛
り
蕗
の
薹 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

初
午
や
燈
明
ゆ
ら
ぐ
石
祠 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

朱
の
鳥
居
幾
つ
も
く
ぐ
る
初
午
祭 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

初
午
や
五
穀
の
神
と
崇
め
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

瀬
戸
凪
て
鳶
舞
う
浜
の
寒
の
明
け 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

淡
雪
に
踏
み
出
ぬ
庭
の
女
下
駄 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

口
あ
け
て
餌
を
追
う
鯉
や
水
温
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

薄
氷
を
踏
み
つ
つ
鳴
け
る
明
け
鴉 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

梅
薫
る
山
辺
の
茶
房
客
多
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

野
仏
に
紅
白
の
供
華
春
立
つ
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
ふ
じ
子 

 

初
午
に
地
元
の
清
酒
供
え
ら
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

里
の
児
の
奉
納
相
撲
一
の
午 

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

出
雲
神
話
国
引
き
の
里
雪
解
川 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

美
し
き
思
い
出
も
あ
り
し
分
教
場
優
し
き
師
の
君
に

見
守
ら
れ
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
朝
加
都
良 

 

冬
の
蝶
頭
上
追
い
越
し
北
風
に
運
ば
れ
ゆ
き
ぬ
枯
葉

に
紛
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

田
の
雪
に
昼
の
陽
ざ
し
の
反
射
し
て
車
内
の
ま
ぶ
し

さ
し
ば
ら
く
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 
 

積
雪
に
明
る
き
日
射
し
ふ
り
そ
そ
ぐ
早
く
溶
か
し
て

夫
は
受
診
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

お
日
待
ち
と
い
ふ
夜
あ
り
て
村
の
子
ら
村
の
男
の
絆

つ
く
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

凍
て
土
よ
り
摘
み
来
し
七
草
香
り
た
ち
と
ん
と
ん
刻

み
て
粥
作
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

一
日
を
部
屋
に
過
ご
し
し
日
の
暮
れ
に
寒
さ
を
さ
そ

ふ
風
花
の
と
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

鶴
亀
の
軸
を
降
ろ
し
て
鶯
宿
梅
図
に
掛
け
替
え
な
せ

り
大
寒
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

明
日
の
冷
え
き
ざ
す
予
報
に
戸
を
繰
れ
ば
中
天
に
満

月
凛
と
冴
え
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

鯖
雲
を
マ
グ
マ
の
如
く
色
に
染
め
山
の
端
に
出
ず
る

立
春
の
陽
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

真
白
な
る
犬
の
テ
リ
ア
は
朝
寒
に
黒
服
ま
と
い
茶
の

間
の
パ
ン
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

ユ
ー
ロ
ー
の
コ
イ
ン
三
枚
抽
出
し
に
旅
の
記
憶
の
日

日
う
す
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

第70話 

た
に
が
わ 

い
し
ほ
こ
ら 

あ
が 

う
す
ら
い 

ゆ
き
げ
が
わ 

俳

句

会 

短

歌

会 
　
保
存
修
理
工
事
の
初
年
度
分
が

完
了
し
ま
し
た
。
今
回
の
工
事
で

は
、
今
年
度
か
ら
着
手
す
る
主
屋

保
存
修
理
工
事
に
向
け
て
の
準
備

工
事
と
し
て
、
表
門
、
厩
及
び
南

土
塀
の
一
部
を
解
体
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
面
道
路
を
挟
ん
で
南
側

の
土
地
に
保
存
小
屋
な
ど
の
仮
設

の
設
置
、
主
屋
台
所
の
一
部
の
ボ

ー
ド
な
ど
の
新
材
の
取
り
外
し
も

あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。 

　
工
事
中
に
は
修
理
工
事
現
場
見

学
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
０
０
人

の
方
が
三
木
家
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
工
事
を
受
け
て
、
い
よ
い

よ
長
期
間
に
及
ぶ
主
屋
の
保
存
修

理
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

野地を取り外した状態 

県
指
定
文
化
財
　
　
　 

三
木
家
住
宅
主
屋
周
辺 

保
存
修
理
解
体
工
事
② 

 

屋根下地（杉皮） 

〔表門〕 〔厩〕 
修理前 解体工事中 修理前 解体工事中 

２１ 



平成23年度　町ぐるみ健診　申込受付中 
　当日の受付は行いませんので申し込みをお忘れなく！ No.276
　健診を希望する方は、３月に各戸配布している案内チラシをご覧のうえ、申込書（返信用封筒添付）を
保健センターへ提出してください。 
　申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。（http：//www.town.fukusaki.hyogo.jp/） 
　ＦＡＸ（２２－７５６６）での申込も受付します。電話では受付できません。 
　今年度は、歯科検診、ピロリ菌抗体検査・ペプシノゲン検査を追加しています。 

２２ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.５月生まれの児 

H２３.１月生まれの児 

Ｈ２３.１月生まれの児 

Ｈ２２.６月生まれの児 

Ｈ２１.９・１０月生まれの児 

H２０.２・３月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１３時３０分～１４時 

５/９（月） 

月～金 

４/２６（火） 
 

５/９（月） 
 

５/９（月） 

４/２７（水） 

５/１７（火） 

４/２７（水） 

５/１８（水） 

４/２０（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（４/２０～５/１９） 

予防接種名 場所 受付時間 対象年齢 

ポ リ オ ５/１０（火） 生後３月～９０月未満 

月日（曜） 

保健センター １３時３０分～１４時 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気をつ
けましょう。 
＊血管老化度測定は、平成２３年４月をもって終了させていただ
きました。 

思春期女子の方、親子でぜひご参加ください 

「子宮頸がん予防講演会」のお知らせ 
　子宮頸がんの予防や早期発見についての正しい

知識を知り、また、命や性の大切さ、大人になるため

の心構えについての講演会です。 

※中学１～３年生に相当する方には、子宮頸がん予
防ワクチン接種公費助成についての個別案内を別
途行います。接種希望者には、講演会当日に、接
種方法や助成方法についての説明を行います。 

日時　４月１７日（日）・２４日（日） 

　　　１０：００～１１：３０（開場　９：３０） 

場所　文化センター大ホール 

講師　松岡産婦人科クリニック　松岡嘉男院長 

　　　みさ助産院　前田美佐代助産師 

対象　中学１～３年生相当の女子と保護者及び 

　　　興味のある方 

　現在、高校２年生に相当する方については、
平成２３年３月末までに１回以上の接種を受け
た人だけが、平成２３年度の接種も助成対象と
なっていましたが、全国的に子宮頸がんワク
チンが不足したことを受けて、接種を受けら
れなかった方についても、平成２３年度の助成
対象となりました。 
　まだ申し込んでいない方、申し込んだけれ
ども受けていなかったという方も、接種でき
ます。 

　近年、交通事故やスポーツ外傷等の後に、脳脊髄
液が漏れ出し減少することによって、起立性頭痛、
頸部痛、めまい、倦怠、不眠、記憶障害など多種多
様な症状を引き起こす「脳脊髄液減少症」が起きて
いるのではないかという研究報告がなされ、医学的
な解明が進められています。 
　この疾患に関する情報や相談窓口は兵庫県ホーム
ページ等で公開していますので、ご利用ください。 
　・・兵庫県：脳脊髄液減少症について 
　・・脳脊髄液減少患者・子ども支援チーム 
　・・NPO法人脳脊髄液減少症患者・家族支援協会 

脳脊髄液減少症について 
のう せき ずい えき げん しょう しょう 

けんたい 



保健センターだより 

２３ 

健康づくり・介護予防教室　参加者募集 
申し込み締め切りは4月28日（木）です 

　福崎町在住の方を対象に、健康づくりの教室を開催します。今年度は、保健センター事業を体験し、

自身の健康づくり、地域の健康づくりに生かしていただくことを目的とします。 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

実施日 内　　　　容 申込先 

６月２４日 
金曜午後 

＜開講＞　教室の説明 
＜体験＞　気功「おだやかに心健やかに」 

７月２１日 
木曜午後 

＜講演＞　地域が支援・地域で子育て～まされる宝　子にしかめやも～ 
　　　　　「少子化、核家族化の現代、子育ては地域の力を求めています。」 

８月２３日 
火曜1日 

＜体験＞　キッズふれあい1日喫茶「料理教室の子どもが喫茶を開店。 
　　　　　お茶を楽しみながら、健康づくりを語りましょう。」 

９月１６日 
金曜午後 

＜講演＞　「こころと命を支えるまちづくり」 
　　　　　地域はこころと命をどのように支えていけるでしょうか。 

１０月１７日 
月曜午前 

＜体験＞　心とからだリフレッシュ運動 
　　　　　「エアロビクス・筋力アップ体操・・心地よく体を動かしましょう。」 

１１月未定 
1日 

＜体験＞　歯と口腔の健康づくり・体成分バランス測定 
　　　　　「歯磨きや筋肉量の確認、見えない部分をチェックしましょう。」 

１月２４日 
火曜午後 

＜みんなで話し合い＞　よいとわかっているけど、なかなかできないことってありま 
　　　　　　　　　　　すよね。どのように乗り越えるか、話し合いましょう。 

２月２４日 
金曜午後 

＜体験＞　ふくろう体操（地域筋力トレーニング体操） 
＜閉会＞　２４年度健康づくりマイプラン作成 

　年をとっても積極的にトレーニングを続けるこ

とで心身の衰えを予防することができます。 

　体育館のトレーニング機器を利用した教室です。 

高齢者運動教室『貯筋クラブ』 膝の痛みを持つ方の運動教室『ひざ楽々教室』 

日時　５月１０日～７月１２日の毎週火曜日　計１０回 
　　　１０：００～１１：３０ 
場所　第１体育館　１階トレーニング教室 
講師　町体育指導専門員 
対象者　６５歳以上で筋力トレーニングに興味のある方 
　　　　（健康状態により参加をご遠慮いただく場合があります） 
定員　１５人（先着順） 
参加費　８００円 
内容　健康チェック　ストレッチ体操 
　　　マシーントレーニング　ミニ介護予防の話 

　「足腰を鍛えるために運動しなくては！」と 
思っても膝が痛くてできない… 
　膝の痛みと付き合いながら、少しでも動き易く
なるための教室です。 

日時　５月２０日～１０月２７日の毎週木曜日　計２４回 
　　　１０：００～１２：００ 
場所　保健センター　１階プレイルームまたは和室 
講師　健康運動指導士 
対象者　６５歳以上で慢性的な膝の痛みのある方 
　　　　（急性期の痛みの方、医師から運動を止められている方
　　　　　は参加できません） 
定員　１５人（先着順） 
参加費　１００円／回 
内容　健康チェック　ストレッチ体操 
　　　自重またはセラバンドの運動　介護予防の話 

申込先　地域包括支援センター（内線357～359） 
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◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 
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町民のうごき 
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２
月
２６
日（
土
）、
田
原
保
育
所
の
生
活

発
表
会
。
毎
日
の
遊
び
の
な
か
で
歌
や
楽

器
演
奏
に
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー

ト
の
季
節
、
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
！
心
か

ら
そ
う
思
う
今
年
の
春
で
す
。 
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報
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員
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・
内
線
２
２
１
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■
表
紙
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の
説
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柳
田
國
男
に
ゆ
か
り
の
深
い
市
区
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
昭
和
６２
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
の
が
「
柳
田
國
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。 

　
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
民
俗
学
の
精
神
を
育
ん
だ
故
郷
と
し
て
、
生
地
・
兵
庫

県
福
崎
町
、
第
２
の
故
郷
・
茨
城
県
利
根
町
、
両
親
埋
葬
の
地
、
長
兄
永
住

の
地
・
千
葉
県
我
孫
子
市
、
柳
田
家
先
祖
の
地
・
長
野
県
飯
田
市
、
永
住
の

地
・
東
京
都
世
田
谷
区
の
５
か
所
、
そ
し
て
、
「
作
品
」
を
生
ん
だ
故
郷
と
し

て
、
宮
崎
県
椎
葉
村
・『
後
狩
詞
記
』、
岩
手
県
遠
野
市
・『
遠
野
物
語
』、
愛

知
県
渥
美
町（
現
、
田
原
市
）・
『
海
遊
島
記
』
、
沖
縄
県
平
良
市（
現
、
宮
古

島
市
）・
『
海
南
小
記
』
の
４
か
所
、
計
９
市
区
町
村
が
集
い
ま
し
た
。
第
１

回
は
遠
野
市
を
舞
台
と
し
て
開
催
さ
れ
、
第
３
回
、
第
１１
回
は
、
我
が
町
福

崎
町
で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
１６
回
ま
で
続
い
た
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
「
柳

田
学
」
の
精
神
を
共
に
学
び
交
流
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
相
互
の
産
業
、
教

育
、
文
化
等
の
振
興
と
発
展
に
一
役
を
担
い
ま
し
た
。 

　
柳
田
國
男
５０
回
忌
の
今
年
、
福

崎
町
で
「
柳
田
國
男
５０
年
祭
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
が
國
男
の

功
績
と
精
神
を
次
代
へ
引
き
継
ぐ

新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
願
い
た
い
で
す
。 

（
興
梠
志
津
、
福
島
　
彩
） 

▲平成元年　　　　　　　 
第３回柳田國男ゆかりサミット 
（福崎町文化センター） 


